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１　
は
じ
め
に

熊
本
県
で
は
、
県
土
面
積
の
62
％
を
森

林
が
占
め
て
い
ま
す
。
先
人
が
長
年
に
わ

た
り
育
成
し
て
き
た
森
林
は
、
資
源
の
成

熟
が
進
み
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

一
方
で
、令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
、

多
く
の
山
地
災
害
や
林
道
施
設
等
へ
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
し
た
林
業
の

生
産
基
盤
を
元
の
姿
に
戻
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
森
林
資
源
を
フ
ル

活
用
し
た
、
な
り
わ
い
・
産
業
の
再
生
・

創
出
を
行
い
、
流
域
全
体
の
総
合
力
で
災

害
へ
の
対
応
を
行
う
「
緑
の
流
域
治
水
」

を
実
現
す
る
こ
と
が
県
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
で
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
リ

ス
ク
を
低
減
し
、
持
続
可
能
な
未
来
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
令
和
元
年
12
月
、
国

に
先
駆
け
て
「
２
０
５
０
年
県
内
Ｃ
Ｏ
²

況
に
あ
る
中
、
森
林
経
営
管
理
制
度
（
以

下
「
制
度
」）
の
施
行
に
伴
い
、
市
町
村

の
業
務
は
増
加
、
多
様
化
し
て
お
り
、
そ

の
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
、

市
町
村
に
対
し
て
、
林
業
普
及
指
導
員
に

よ
る
制
度
の
周
知
や
、
委
託
事
業
等
に
よ

る
相
談
窓
口
の
設
置
、
巡
回
指
導
等
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
県

で
の
支
援
を
一
元
化
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

の
窓
口
で
市
町
村
を
支
援
で
き
る
よ
う

「
森
林
経
営
管
理
制
度
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
（
図
1
）。

当
初
は
、
市
町
村
か
ら
、「
制
度
の
事

務
に
つ
い
て
何
か
ら
手
を
付
け
て
よ
い
か

分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
県

内
43
の
市
町
村
の
う
ち
９
割
の
市
町
村
に

お
い
て
、
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
が
実

施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
森
林
所

②
　
人
材
の
確
保
・
育
成

森
林
の
経
営
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
森
林
整
備
に
従
事
す
る
林
業
担
い
手

の
確
保
・
育
成
が
必
要
で
す
。
県
で
は
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
平
成
31

年
４
月
に
「
く
ま
も
と
林
業
大
学
校
」
を

開
校
し
ま
し
た
。

く
ま
も
と
林
業
大
学
校
の
研
修
課
程

は
、
研
修
生
の
ニ
ー
ズ
や
レ
ベ
ル
に
応
じ

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ

の
実
現
に
向
け
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
²
の
排
出
削
減
と
併
せ
、
森
林
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
²
吸
収
量
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、

令
和
４
年
度
に
、
県
分
と
し
て
1
・
6
億

円
、
市
町
村
分
と
し
て
11
・
9
億
円
が
譲

与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で

は
、
こ
れ
ら
の
財
源
を
活
用
し
て
、
市
町

村
に
お
け
る
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
が
円

滑
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 ２　
県
の
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

　
用
し
た
市
町
村
支
援

多
く
の
市
町
村
で
は
、
森
林
・
林
業
に

精
通
し
た
専
門
職
員
の
確
保
が
困
難
な
状

図1 ： 熊本県の森林経営管理制度の市町村支援体制

市町村における森林経営管理制度の進捗状況（県内４３市町村※）

令和元～２年度 令和３～４年度

林業普及指導員
による制度説明

【令和元～４年度までの実績見込み】

専門員による
相談窓口の設置

委託による
巡回指導

森林経営管理制度サポート
センターによるワンストップ支援一元化

① 意向調査の実施 ：42市町村

② 森林の現況調査等：32市町村

③ 集積計画等の策定：16市町村

④ 森林整備の実施 ：12市町村

※森林経営管理制度の対象となる森林を有する市町村

て
４
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
新
規
就
業
者
育
成
コ
ー
ス
（
長

期
課
程
）
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
や
苗
木
運
搬
ド
ロ
ー
ン
等
の

ハ
イ
テ
ク
機
械
を
導
入
し
た
授
業
を
取
り

入
れ
、
森
林
調
査
か
ら
造
林
、
育
林
、
素

材
生
産
、
木
材
の
利
用
、
森
林
経
営
の
管

理
等
の
林
業
に
必
要
な
技
術
と
現
場
力
を

身
に
付
け
た
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成

し
て
い
ま
す
（
図
2
）。

こ
れ
ま
で
、
53
名
の
卒
業
生
が
県
内
の

森
林
組
合
や
林
業
会
社
等
に
就
職
し
（
図

3
）、
地
域
の
森
林
整
備
の
担
い
手
と
し

て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
活
用
し
た
森

林
整
備
の
現
場
な
ど
第
一
線
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

 ３　
市
町
村
の
森
林
環
境
譲
与
税

　
の
活
用
支
援

県
で
は
、
市
町
村
に
対
し
て
、
所
有
者

か
ら
管
理
が
委
ね
ら
れ
た
箇
所
で
の
森
林

整
備
や
林
業
従
事
者
の
就
労
環
境
改
善
に

関
す
る
事
業
の
提
案
、
市
町
村
に
専
門
配

置
さ
れ
る
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
育

成
等
を
通
じ
て
、
施
策
の
予
算
化
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
令
和
４
年
度
は
、
担
当
職
員
の

み
な
ら
ず
、
市
町
村
長
と
も
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
に
よ
り
、
同
税
の
更
な
る
活
用

促
進
に
努
め
た
結
果
、
当
年
度
の
譲
与
額

の
ほ
と
ん
ど
が
予
算
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
（
図
4
）。 

有
者
か
ら
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
経
営
管

理
権
集
積
計
画
を
作
成
す
る
か
を
判
断
す

る
た
め
の
森
林
の
現
況
調
査
等
が
順
次
進

め
ら
れ
て
お
り
、
同
年
度
末
ま
で
に
３
割

の
市
町
村
で
集
積
計
画
の
作
成
や
間
伐
が

実
施
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４　
お
わ
り
に

本
県
で
は
、
主
伐
面
積
の
拡
大
に
対
応

し
て
、
独
自
の
事
業
者
支
援
策
を
講
じ
る

な
ど
再
造
林
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す

（
図
5
）
が
、
減
少
が
続
く
育
林
従
事
者

の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

現
在
、
県
で
は
、
林
業
未
経
験
者
の
雇

用
や
従
事
者
の
待
遇
改
善
と
い
っ
た
支
援

措
置
、
林
業
大
学
校
の
生
徒
数
の
拡
大
、

森
林
経
営
管
理
制
度
を
効
率
的
に
運
用
す

る
地
域
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
な
が
ら
こ
う
し
た
新
た
な

取
組
を
進
め
、「
２
０
５
０
年
県
内
Ｃ
Ｏ
²

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
の
実
現
に
向
け
て
森

林
吸
収
量
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
①
　
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
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１　
は
じ
め
に

熊
本
県
で
は
、
県
土
面
積
の
62
％
を
森

林
が
占
め
て
い
ま
す
。
先
人
が
長
年
に
わ

た
り
育
成
し
て
き
た
森
林
は
、
資
源
の
成

熟
が
進
み
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

一
方
で
、令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
、

多
く
の
山
地
災
害
や
林
道
施
設
等
へ
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
し
た
林
業
の

生
産
基
盤
を
元
の
姿
に
戻
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
森
林
資
源
を
フ
ル

活
用
し
た
、
な
り
わ
い
・
産
業
の
再
生
・

創
出
を
行
い
、
流
域
全
体
の
総
合
力
で
災

害
へ
の
対
応
を
行
う
「
緑
の
流
域
治
水
」

を
実
現
す
る
こ
と
が
県
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
で
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
リ

ス
ク
を
低
減
し
、
持
続
可
能
な
未
来
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
令
和
元
年
12
月
、
国

に
先
駆
け
て
「
２
０
５
０
年
県
内
Ｃ
Ｏ
²

況
に
あ
る
中
、
森
林
経
営
管
理
制
度
（
以

下
「
制
度
」）
の
施
行
に
伴
い
、
市
町
村

の
業
務
は
増
加
、
多
様
化
し
て
お
り
、
そ

の
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
、

市
町
村
に
対
し
て
、
林
業
普
及
指
導
員
に

よ
る
制
度
の
周
知
や
、
委
託
事
業
等
に
よ

る
相
談
窓
口
の
設
置
、
巡
回
指
導
等
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
県

で
の
支
援
を
一
元
化
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

の
窓
口
で
市
町
村
を
支
援
で
き
る
よ
う

「
森
林
経
営
管
理
制
度
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
（
図
1
）。

当
初
は
、
市
町
村
か
ら
、「
制
度
の
事

務
に
つ
い
て
何
か
ら
手
を
付
け
て
よ
い
か

分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
県

内
43
の
市
町
村
の
う
ち
９
割
の
市
町
村
に

お
い
て
、
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
が
実

施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
森
林
所

②
　
人
材
の
確
保
・
育
成

森
林
の
経
営
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
森
林
整
備
に
従
事
す
る
林
業
担
い
手

の
確
保
・
育
成
が
必
要
で
す
。
県
で
は
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
平
成
31

年
４
月
に
「
く
ま
も
と
林
業
大
学
校
」
を

開
校
し
ま
し
た
。

く
ま
も
と
林
業
大
学
校
の
研
修
課
程

は
、
研
修
生
の
ニ
ー
ズ
や
レ
ベ
ル
に
応
じ

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ

の
実
現
に
向
け
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
²
の
排
出
削
減
と
併
せ
、
森
林
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
²
吸
収
量
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、

令
和
４
年
度
に
、
県
分
と
し
て
1
・
6
億

円
、
市
町
村
分
と
し
て
11
・
9
億
円
が
譲

与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で

は
、
こ
れ
ら
の
財
源
を
活
用
し
て
、
市
町

村
に
お
け
る
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
が
円

滑
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 ２　
県
の
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

　
用
し
た
市
町
村
支
援

多
く
の
市
町
村
で
は
、
森
林
・
林
業
に

精
通
し
た
専
門
職
員
の
確
保
が
困
難
な
状▲間伐に従事する林業大学校の卒業生

森林組合
10人 (19%)

その他（自伐等）
3人 (6%)

林業事業体
40人 (75%)

図2 ： 「くまもと林業大学校」のコース紹介（Ｒ４）

図3 ： くまもと林業大学校
　　  卒業生の就職先

自伐林家育成コース林業体験・学習コース 新規就業者育成コース 従事者・経営者育成コース

※１年＝座学50日、現場150日

15日 4日 ー 10日 200日 6日 31日 延べ30日
程度 5日7日

100人 120人 20人 ー 10人 20人 50人 50人 20人
定度 10人

日 

数
人 

数

林業に興味
ある一般の方 高校生 自伐林家

（希望者）
林業研究
グループ等

新規就業
希望者等

新規
就業希望者

女性
担い手

従事者
（初級者）

従事者
（中上級者）

林業
経営者

公開講座 高校生
体験研修 基礎講座 林研グループ

等養成 短期課程 長期課程 女性担い手
育成研修 基礎課程 指導者

育成課程
経営者
育成課程

◇森林・
林業に魅
力と親し
みを感じ
る機会の
提供

◇林業担
い手に魅
力を感じ
ることの
できる人
材を育成

◇林業基
礎講座に
て自伐林
家を育成

◇地域の
リーダー
となる人
材を育成

◇速やか
に林業に
就業でき
る人材を
育成

◇200日
間にて林
業技術者
の即戦力
を育成

◇女性担
い手のリ
ーダー育
成

◇第１線
で効率的
な作業が
できる人
材を育成

◇認定指導
者の育成
①リーダー基礎
②リーダー実践
③認定指導者育
成

◇熊本の
林業をリ
ードする
経営者等
の育成

て
４
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
新
規
就
業
者
育
成
コ
ー
ス
（
長

期
課
程
）
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
や
苗
木
運
搬
ド
ロ
ー
ン
等
の

ハ
イ
テ
ク
機
械
を
導
入
し
た
授
業
を
取
り

入
れ
、
森
林
調
査
か
ら
造
林
、
育
林
、
素

材
生
産
、
木
材
の
利
用
、
森
林
経
営
の
管

理
等
の
林
業
に
必
要
な
技
術
と
現
場
力
を

身
に
付
け
た
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成

し
て
い
ま
す
（
図
2
）。

こ
れ
ま
で
、
53
名
の
卒
業
生
が
県
内
の

森
林
組
合
や
林
業
会
社
等
に
就
職
し
（
図

3
）、
地
域
の
森
林
整
備
の
担
い
手
と
し

て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
活
用
し
た
森

林
整
備
の
現
場
な
ど
第
一
線
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

 ３　
市
町
村
の
森
林
環
境
譲
与
税

　
の
活
用
支
援

県
で
は
、
市
町
村
に
対
し
て
、
所
有
者

か
ら
管
理
が
委
ね
ら
れ
た
箇
所
で
の
森
林

整
備
や
林
業
従
事
者
の
就
労
環
境
改
善
に

関
す
る
事
業
の
提
案
、
市
町
村
に
専
門
配

置
さ
れ
る
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
育

成
等
を
通
じ
て
、
施
策
の
予
算
化
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
令
和
４
年
度
は
、
担
当
職
員
の

み
な
ら
ず
、
市
町
村
長
と
も
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
に
よ
り
、
同
税
の
更
な
る
活
用

促
進
に
努
め
た
結
果
、
当
年
度
の
譲
与
額

の
ほ
と
ん
ど
が
予
算
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
（
図
4
）。 

有
者
か
ら
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
経
営
管

理
権
集
積
計
画
を
作
成
す
る
か
を
判
断
す

る
た
め
の
森
林
の
現
況
調
査
等
が
順
次
進

め
ら
れ
て
お
り
、
同
年
度
末
ま
で
に
３
割

の
市
町
村
で
集
積
計
画
の
作
成
や
間
伐
が

実
施
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４　
お
わ
り
に

本
県
で
は
、
主
伐
面
積
の
拡
大
に
対
応

し
て
、
独
自
の
事
業
者
支
援
策
を
講
じ
る

な
ど
再
造
林
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す

（
図
5
）
が
、
減
少
が
続
く
育
林
従
事
者

の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

現
在
、
県
で
は
、
林
業
未
経
験
者
の
雇

用
や
従
事
者
の
待
遇
改
善
と
い
っ
た
支
援

措
置
、
林
業
大
学
校
の
生
徒
数
の
拡
大
、

森
林
経
営
管
理
制
度
を
効
率
的
に
運
用
す

る
地
域
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
な
が
ら
こ
う
し
た
新
た
な

取
組
を
進
め
、「
２
０
５
０
年
県
内
Ｃ
Ｏ
²

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
の
実
現
に
向
け
て
森

林
吸
収
量
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

図4 ： 市町村譲与額と市町村での予算額
※括弧書きは当年度譲与額
　に対する予算化率
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図５ ： 県内の人工林主伐と再造林面積の推移 
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